
今月の主な内容 今月の表紙
『雨山の郷　桜まつり』

「茶屋雨山の郷」で、３月31日から４月
８日までの期間、桜まつりが開催されまし
た。

雨山トンネル近くの道路沿いや付近の山
には、多くの桜の木が並び、桜スポットと
して、今年も多くの花見客で賑わいました。
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平成 30 年度　新しい区長さん決まる
地区のまとめ役として、また町とのパイプ役として色々とお世話していただく平成 30 年度の区長さんが決

まりましたのでお知らせします。（敬称略）
地 区 名 地 区 名 地 区 名 地 区 名 地 区 名 地 区 名
下 佐 々 若 林 　 豊 神 野 市 場　 １ 芝 滝 太 一 田 中 谷 昌 史
吉 見 山 本 哲 生 神 野 市 場　 ２ 井 岡 滋 育 谷 中 尾　　 登
海 南 鋼 管 堤　　 正 人 神 野 市 場　 ３ 倉 島 清 高 中 古 梅 恭 好
動 木 中 尾 隆 司 神 野 市 場　 ４ 伊 南 陽 弘 滝 ノ 川 上 中 祥 宏
緑 ヶ 丘 谷 本 昌 巳 野 中 大 野 太 示 毛 原 下 美 野 勝 男

平 瀬 畑 修 一 安 井 辻　　 永 治 小 西 村　木　三一郎
小 畑 山 下　　 裕 南 畑 坂 中　　 毅 毛 原 中 古 野　　 学
希 望 ヶ 丘 芝 滝 壽 宏 箕 六 深 渡 俊 伸 毛 原 宮 中 野 富 治
柴 目 松 浦 俊 行 樋 下 南　　 知 輝 毛 原 上 曽 根　　 茂
長 谷 岩 橋 秀 哲 永 谷 西 岡 作 治 長 谷 宮 古 阪 寛 孝
吉 野 増 谷 誠 造 上 ケ 井 横 山 健 司 井 堰 神 谷 竜 太
福 井 森　　 稔 幸 三 尾 川 梶 谷 幸 司 蓑 垣 内 髙 田 祥 平
中 田 岡垣内　丈　治 大 角 田 口 彰 宏 真 国 宮 岸 本 能 成
梅 本 大 澤 育 司 津 川 津 田 芳 男 蓑 津 呂 宮 西 幸 次
奥 佐 々 尾 上 昭 佳 明 添 本 田 泰 男 花 野 原 南　　 陽 久
坂 本 家 本 晴 夫 鎌 滝 上 岡　　 旭 初 生 谷 岡　　 博 誠
松 瀬 先 浦　　 寛 赤 木 植 田 千 惠 北 野 岩 本 介 伸
釜 滝 道　上　泰一郎 高 畑 畑 口 芳 宏 円 明 寺 浦　　 好 昭
西 野 赤 阪 米 造 桂 瀬 仲　　 淑 介 勝 谷 粉 川 醇 一
東 野 赤 阪 明 彦 今 西 塚 田 富 子 四 郷 桐 山 尚 己
国 木 原 山 本 眞 猛 松 ケ 峯 東 浦 昌 代
福 田 徳 田 忠 嗣 菅 沢 横 出 好 央

ご存知ですか？あなたの地域の民生委員・児童委員
5 月 12 日（土） 「民生委員・児童委員の日」    5 月 12 日（土）～ 18 日（金） 「活動強化週間」

急速な少子高齢化や核家族化が進むなか、安心・安全なまちづくりを進めていくには誰もが身近で気軽に
相談できる環境が必要とされています。そのため、厚生労働大臣から委嘱された全国約 23 万人の「民生・児
童委員」が、住民の立場に立った相談・支援者として活動しています。

本町でも現在 52 人（うち主任児童委員 3 人）が各地区で活躍しています。 民生・児童委員には守秘義務
があり、相談の内容などの秘密は固く守られます。お困りのことがありましたら担当の民生・児童委員にお
気軽にご相談ください。（敬称略）
地 区 氏 　 名 電 話 番 号 地 区 氏 　 名 電 話 番 号 地 区 氏 　 名 電 話 番 号
下 佐 々 山 本　 倉 造 489-3325 梅 本 前陸路 好彦 489-2934 赤木・高畑・桂瀬 仲 前　 充 子 495-2578
下 佐 々 田 渕　 晴 民 489-3024 奥 佐 々 小 谷　 尊 規 489-3597 今西 ･ 松ケ峯 ･ 菅沢 上辻 乃利子 498-0190
下 佐 々 穂 谷　 喜 美 489-2496 中 田 大 谷　 延 由 489-3785 田 榎 本　 眞 弓 498-0152
下 佐 々 中 前　 晶 子 489-2609 坂 本 松 尾　 好 純 489-2693 谷 東　　 洋子 498-0214
下 佐 々 大山 乃里子 489-3770 東 野 溝 上　 孝 和 489-2871 中　・滝ノ川 井 谷　 洋 子 498-0227
動 木 清 田　 憲 次 489-5410 西 野 赤 阪　 惠 子 489-3774 毛原下・小 西 助 野　 利 治 499-0154
動 木 竹 谷　 陽 子 489-3408 釜 滝 南　　 秀和 489-5860 毛原中・毛原宮 西 澤　 保 行 499-0232
動 木 寺 中　 俊 也 489-2734 松 瀬 廣 井　 傳 治 489-3893 毛原宮・毛原上 西 茂 499-0178
動 木 小 松　 晴 功 489-5309 国 木 原 前 野　 忠 弘 489-4307 毛原上・長谷宮 上 東　 敏 男 499-0048
小 畑 山 本　 和 美 489-4238 福 　 田 東　　 佳代 495-2301 井　堰・蓑垣内 三宅 きく子 497-0175
小 畑 岩 橋　 哲 子 489-5590 福　田・永　谷 北谷　　 泱 495-2115 真国宮・蓑津呂 森 谷　 運 佳 497-0218
小 畑 北 山　 宣 生 489-4140 神野市場１・２ 井岡 三恵子 495-2036 花野原 ･ 初生谷 ･ 北野 岩本 恵美子 497-0207
小 畑 中 尾　 育 男 489-3903 神野市場３・４ 柳 生　 啓 子 495-2672 円明寺・勝谷・四郷 藤 井　 秀 夫 497-0245
柴 目 山本 喜久男 489-2427 野中・安井・南畑 東垣内 秀迪 495-2400
長 谷 中 屋　 久 司 489-9955 箕　六・樋　下 丸 山　 豊 人 495-2015
吉 野 小田　 　茂 489-3678 上ケ井・三尾川 西 山　 泰 隆 495-2824

主任児童委員
（町内全域）

南　　 智子 489-2963
吉 野 池 本　 博 文 489-2892 大　角・津　川 仲 岡　 孝 文 495-2988 神 谷　 紀 子 497-0221
福 井 吉 村　 耕 治 489-3164 明　添・鎌　滝 中部屋 清子 495-2865 田 伏　 嘉 子 489-4512

【問い合わせ】紀美野町民生委員・児童委員協議会（保健福祉課：℡ 073 ‐ 489 ‐ 9960）
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き
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す

今
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の
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行
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れ
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納
付
書
で
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税
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い
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付
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き
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※
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
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利
用
の
際
の
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意
点

・
納
期
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ぎ
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納
付
書
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ビ
ニ
で

は
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で
き
ま
せ
ん
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付
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記
載
さ
れ

て
い
る
金
融
機
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で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
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）

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
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付
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や
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て
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だ
さ
い
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４
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確
認
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だ
さ
い
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問
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せ　
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務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

「
和
歌
山
県
行
政
報
告
会
」
開
催
の

お
知
ら
せ

和
歌
山
県
行
政
報
告
会
を
紀
美
野
町
で
開

催
し
ま
す
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皆
さ
ま
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積
極
的
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。
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５
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（
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～
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３
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■
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に
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の
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策
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各
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題
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ピ
ッ
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に

関
す
る
説
明
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事
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課

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
０
３
４

海
草
振
興
局
地
域
振
興
部
企
画
産
業
課

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
３
７
３

紀
美
野
町
役
場
総
務
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

新規採用職員
加藤　裕子、硲間　拓郎
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紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
の
事
業
と

し
て
、
こ
の
度
、
二
胡
来
堂(

に
こ
ら
い
ど

う)

さ
ん
を
お
招
き
し
、
美
し
い
音
色
を
奏

で
て
頂
き
ま
す
。
二
胡
と
は
、
中
国
の
楽
器

で
２
本
弦
で
す
。
そ
の
独
特
の
音
色
は
人
間

の
声
と
も
っ
と
も
近
く
中
国
の
バ
イ
オ
リ
ン

と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
や
費
用
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不
要
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
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外
の
方
も
ご
来
場
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
21
日
（
月
）　

　
　
　
　

14
時
～
14
時
45
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

３
階

■
主
催　

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

　

協
力　

二
胡
来
堂
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

蓑
津
呂
集
会
所
が
完
成
し
、
４
月
４
日
に

地
元
、
町
の
関
係
者
が
出
席
し
て
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
集
会
所
は
、
木
造
平
屋
建
て
、

延
べ
床
面
積
43
．
66
㎡
で
、
集
会
室
の
ほ
か

調
理
室
を
備
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
区
住

民
の
文
化
、
交
流
活
動
の
場
と
し
て
大
い
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

【
旧
美
里
町
地
区
】

・
午
前
中
に
各
粗
大
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
の
み
ん
な

で
力
を
あ
わ
せ
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分
た

ち
の
手
で
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

■
問
い
合
わ
せ 

事
務
局 

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９

【
旧
野
上
町
地
区
】

・
８
時
30
分
～
11
時
ま
で
に
中
央
公
民
館
横

（
北
側
駐
車
場
）
に
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

・
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
公
民
館
横
駐
車
場
は
運
搬
車
で
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
必
ず
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
株
）
淺
川
組
に
よ
る
「
紀
美
野　

あ
さ

か
わ
の
森
」
植
樹
祭
（
中
田
）
が
、
快
晴
の

な
か
４
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
寺
本
町

長
を
は
じ
め
、
淺
川
組
の
社
員
の
方
々
や
関

係
者
が
一
緒
に
な
っ
て
森
林
保
全
活
動
の
取

組
の
一
環
と
し
て
、
サ
ク
ラ
、
カ
ヤ
な
ど
の

苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
も
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
10
日（
木
）　

９
時
～
12
時
頃

　
　
　
　

受
付
：
８
時
30
分
～

■
行
先　

紀
美
野
町
の
高
野
街
道
（
八
町

坂
・
地
蔵
尊
・
立
岩
）
を
巡
る
約
７
．
５

㎞
の
コ
ー
ス
（
急
な
登
り
坂
あ
り
）

■
集
合　

丹
生
狩
場
神
社（
毛
原
宮
）駐
車
場

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お

茶
付
き
、
保
険
料
含
む
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

■
持
ち
物　

雨
具
、
昼
食
弁
当

■
申
込
締
切　

５
月
８
日
（
火
）

※
お
電
話
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
そ
の
他　

荒
天
の
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

■
主
催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ま
ち
づ
く
り
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

近
年
、
ご
み
の
野
焼
き
に
関
す
る
苦
情

(

相
談)

が
増
え
て
い
ま
す
。
ご
み
を
燃
や
す

と
火
災
発
生
の
原
因
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
煙
や
臭
い
に
よ
り
気
分
が
悪
く
な
っ
た

り
、
布
団
・
洗
濯
物
に
汚
れ
や
臭
い
が
つ
く

な
ど
近
所
迷
惑
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
野
外
で
の
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ド

ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼
却
、
穴
を

掘
っ
て
の
ご
み
焼
却
は
、
野
外
焼
却
（
野
焼

き
）
と
同
じ
で
す
か
ら
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
毒
性
の
あ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
ご

み
の
野
焼
き
で
も
発
生
し
ま
す
。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
、
指
定
さ
れ

た
場
所
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課  

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

二
胡
の
演
奏
会
が
あ
り
ま
す

蓑
津
呂
集
会
所　

完
成
!!

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
紀
美
野　

あ
さ
か
わ
の
森
」
植
樹

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

町
民
一
斉
清
掃
の
お
知
ら
せ

５
月
20
日
（
日
） 

「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」

歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ
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■
業
務
内
容　

地
域
サ
ロ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
業
務
・
サ
ロ
ン
運
営
業
務 

・
高
齢

者
見
守
り
事
業

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間

７
月
２
日
（
月
）
～
12
月
28
日
（
金
）

※
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　

日
額
９
，
３
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
休
憩
時
間
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
（
正
看
護
師
・

准
看
護
師
問
い
ま
せ
ん
）
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
の
み
可
）を
お
持
ち
の
方

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド

な
ど
）
が
で
き
る
方

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保

険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
に
よ
る

■
選
孝
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

６
月
中
旬

（
応
募
者
に
は
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。）

■
試
験
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

５
月
30
日
（
水
）
17
時
（
必
着
）

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

履
歴
書
、運
転
免
許
書
の
写
し
、看
護
師
免

許
の
写
し
を
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
に
よ

り
保
健
福
祉
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

■
業
務
内
容　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
運
営

業
務
（
受
付
等
）

■
募
集
人
員　

若
干
人

■
雇
用
期
間　

採
用
日
～
９
月
30
日

　

※
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　

日
額
６
，
２
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
日
数　

火
曜
日
以
外
で
１
か
月
10
日

程
度
（
土
・
日
・
祝
日
勤
務
、
超
過
勤
務

あ
り
）

■
勤
務
時
間　

通
常
：
８
時
45
分
～
17
時
30
分

早
出
：
８
時
～
16
時
45
分

（
休
憩
時
間
１
時
間
を
含
む
）

■
応
募
資
格　

自
力
に
よ
る
通
勤
（
家
族
等

に
よ
る
送
迎
を
含
む
）
が
可
能
な
方

■
加
入
保
険　

労
働
災
害
保
険

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
及
び
面
接
試
験

■
試
験
日
時　

応
募
者
に
は
別
途
通
知
い
た

し
ま
す
。

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

５
月
18
日
（
金
）
17
時
（
必
着
）

　
（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

履
歴
書
、
本
人
の
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）
を

持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
産
業
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

■
業
務
内
容　

和
歌
山
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
、
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
の
施
設
清

掃
、
動
物
管
理
及
び
植
栽
管
理
業
務
等

■
募
集
人
員　

若
干
人

■
賃
金　

日
額
６
，
２
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
日
数　

１
か
月
10
日
程
度
（
土
・

日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

■
勤
務
時
間　

８
時
45
分
～
17
時
15
分

（
休
憩
時
間
１
時
間
を
含
む
）

■
応
募
資
格　

自
力
に
よ
る
通
勤
（
家
族
等

に
よ
る
送
迎
を
含
む
）
が
可
能
な
方

■
加
入
保
険　

労
働
災
害
保
険

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
及
び
面
接
試
験

■
試
験
日
時
・
場
所　

応
募
者
に
別
途
通
知

い
た
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

５
月
18
日
（
金
）
17
時
（
必
着
）

　
（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

履
歴
書
、
本
人
の
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）
を

持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
産
業
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

ふ
れ
あ
い
し
が
の
事
務
局
（
産
業
課
内
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地

町
内
で
新
た
に
創
業
さ
れ
る
方
を
支
援
す

る
た
め
、
「
紀
美
野
町
創
業
支
援
事
業
補
助

金
」
の
申
請
を
募
集
し
ま
す
。
創
業
ま
で
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
事
業

町
内
に
新
た
に
事
業
所
を
開
設
す
る
事
業

で
、
要
件
を
満
た
す
も
の

■
補
助
対
象
者

（
全
て
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

・
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
者
、
も
し
く
は
町
内
を
本
店
所
在
地
と

し
た
法
人
登
記
が
行
わ
れ
る
も
の

・
町
内
に
事
業
所
を
設
置
す
る
予
定
の
者
。

（
仮
設
ま
た
は
臨
時
の
店
舗
そ
の
他
そ

の
設
置
が
恒
常
的
で
は
な
い
も
の
を
除

く
。
）

・
紀
美
野
町
創
業
支
援
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
紀
美
野
町
商
工
会
ま
た
は
日
本
政
策

金
融
公
庫
に
て
個
別
相
談
を
行
い
、
継
続

的
な
支
援
を
１
か
月
以
上
に
わ
た
り
４
回

以
上
受
け
た
者
。

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
者

■
申
請
締
切　

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
補
助
額

　

補
助
限
度
額
70
万
円 

※
予
算
の
範
囲
内

■
補
助
率　

２
分
の
１
以
内

■
補
助
対
象
期
間

交
付
決
定
日
か
ら
、
６
か
月
以
内
も
し
く

は
平
成
31
年
３
月
末

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

ふ
れ
あ
い
し
が
の
作
業
員
の
募
集
に
つ
い
て

サ
ロ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
募
集
に
つ

い
て

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
職
員
の
募
集
に
つ

い
て

紀
美
野
町
創
業
支
援
事
業
の
募
集
に

つ
い
て

お
知
ら
せ
・
募
集
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振
り
込
め
詐
欺
等
の
消
費
者
被
害
の
未
然

防
止
を
目
的
に
、
「
自
動
通
話
録
音
機
」
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
自
動
通
話
録
音
機

は
、
電
話
回
線
と
電
話
機
の
間
に
接
続
す
る

機
器
で
、
着
信
時
に
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流

し
、
会
話
内
容
を
自
動
で
録
音
し
ま
す
。
悪

質
業
者
は
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
時

点
で
電
話
を
切
る
こ
と
が
多
く
、
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
条
件
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
希

望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
条
件 

紀
美
野
町
に
住
所
を
有
し
、

①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

※
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、

併
用
に
よ
り
不
具
合
を
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
方

②
平
日
の
日
中
、
65
歳
以
上
の
み
と
な
る
世

帯
の
方

■
募
集
台
数　

10
台
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
見
守
り
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方
等
を
優
先
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
募
集
期
間

５
月
10
日
（
木
）
～
31
日
（
木
）【
必
着
】

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

総
務
課　

消
費
生
活
係

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

申
請
書
は
役
場
本
庁
・
美
里
支
所
・
各
出

張
所
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
記
入
押
印
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
ご
不
明

な
点
等
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診
券
を

直
接
お
送
り
し
ま
す
。
（
受
診
券
発
行
の
申

込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

■
健
康
診
査　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の

た
め
、
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者　

被
保
険
者
全
員

◇
検
査
項
目

【
み
な
さ
ん
に
実
施
す
る
項
目
】

問
診
、
計
測
、
診
察
、
血
液
検
査
、
尿
検
査

【
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
に
追
加
で
実

施
す
る
項
目
】

貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

◇
す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る
場
合

や
、
病
院
・
介
護
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
方
な
ど
定
期
的
に
健
康
管
理
が
行

わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
し
も
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で
定
期
的
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、
受
け
る

必
要
が
あ
る
か
、
主
治
医
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
歯
科
診
査

◇
対 

象 

者　

平
成
30
年
３
月
末
で
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

◇
検
査
項
目　

問
診
、
口
腔
診
断
、
口
腔
機

能
検
査

■
実
施
期
間　

平
成
30
年
６
月
１
日（
金
）～

平
成
31
年
２
月
28
日（
木
）

■
自
己
負
担　

無
料

■
持
ち
物    

保
険
証
、
受
診
券
、
受
診

票
・
問
診
票

■
実
施
場
所　

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表

に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
職
業
な
ど
に

よ
っ
て
３
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

【
第
１
号
被
保
険
者
】
自
営
業
者
、
学
生
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
方
な
ど
で
、
加
入

手
続
き
は
ご
自
分
で
、
役
場
住
民
課
ま
た

は
美
里
支
所
住
民
室
で
行
い
ま
す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
】
会
社
員
や
公
務
員
な

ど
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

【
第
３
号
被
保
険
者
】
第
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
で
、
加
入

手
続
き
は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を

通
じ
て
行
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
は
、
国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘

れ
ず
に

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
自
ら
届
出

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
届
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
20
歳
に
な
っ
た
と
き

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
が
、
20

歳
に
な
っ
た
と
き

◎
会
社
を
退
職
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
か

ら
外
れ
た
と
き

60
歳
に
な
る
前
に
会
社
等
を
退
職
し
た
と

き
な
ど
、
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
で
は
な

く
な
っ
た
と
き

◎
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公
務
員
等

の
被
扶
養
配
偶
者
で
は
な
く
な
っ
た
と
き

※
会
社
員
や
公
務
員
等
勤
め
て
い
る
方
の
被

扶
養
配
偶
者
に
な
る
と
き
は
、
そ
の
方
の

勤
務
先
へ
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

納
付
書
の
期
限
に
つ
い
て

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
の
「
納
付
期

限
」
は
、
原
則
と
し
て
翌
月
末
日
で
す
が
、

納
付
期
限
か
ら
２
年
後
の
「
使
用
期
限
」
ま

で
な
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
め
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
に
つ
い
て
は
、
納
付

日
等
の
状
況
で
審
査
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
納
付
が
遅
れ
て
い
る
と
受
け
取

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

美
里
支
所
住
民
室　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

※
平
成
30
年
３
月
５
日
か
ら
年
金
の
手
続
き

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。
年
金
の
手
続
き
の
際
は

必
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
確

認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

消
費
者
被
害
未
然
防
止
！

自
動
通
話
録
音
機 

無
料
貸
与
事
業
の
募
集

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査
・
歯
科

健
康
診
査
の
ご
案
内

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て



2018.57

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
制
度
の

認
定
を
受
け
た
児
童
の
う
ち
、
在
宅
に
て
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
に
著
し
く
支
障
が
あ
る

方
に
、
日
常
生
活
用
具
（
特
殊
寝
台
等
）
を

給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
所
得
税
の

状
況
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
は
変
動
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
給
付
対
象
者
は
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
さ
れ
る
方
で
す
。

①
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
児
童
等
の
保
護
者

※
保
護
者
の
方
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

②
他
法
令
に
よ
り
日
常
生
活
用
具
の
貸
与
・

給
付
・
購
入
が
で
き
な
い
児
童

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
す
。
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ

ま
す
。
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご

回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
調
査
時
点
は

平
成
30
年
６
月
１
日
で
す
。　

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

所
得
課
税
証
明
書
の
交
付
時
期
は
、
そ
の

年
度
の
町
県
民
税
の
賦
課
決
定
日
以
降
で

す
。平

成
30
年
度
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。

町
県
民
税
の
納
付
が　

◎
給
与
か
ら
の
天
引
き
の
み
で
納
め
る
方
︙

５
月
15
日
以
降

◎
町
が
送
付
す
る
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方

及
び
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
︙
６
月
15

日
以
降

※
平
成
30
年
１
月
１
日
に
紀
美
野
町
に
住
所

が
あ
る
方
（
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ

る
市
町
村
で
発
行
さ
れ
ま
す
。
）

※
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
証

明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
先
に
町
県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。　

※
本
人
以
外
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。　

※
税
金
に
関
す
る
各
証
明
の
申
請
に
あ
た
り

個
人
情
報
保
護
を
図
る
た
め
「
本
人
確

認
」
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

人
確
認
が
で
き
る
運
転
免
許
証
や
保
険
証

な
ど
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

平
成
30
年
度
の
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険

税
率
が
決
定
し
ま
し
た
。
保
険
税
は
、
所
得

に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額
と
固
定
資
産
に

応
じ
て
決
ま
る
資
産
割
額
と
等
し
く
負
担
し

て
い
た
だ
く
均
等
割
額
、
世
帯
割
額
の
４
つ

の
合
計
を
も
っ
て
賦
課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う

ち
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額
と
固
定

資
産
に
応
じ
て
決
ま
る
資
産
割
額
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す
。
均
等
割
額
と
世
帯
割
額
は
据

置
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
均
等
割
額
と
世
帯
割
額
の
５
割
・

２
割
軽
減
の
対
象
は
拡
大
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
保
険
税
額
の
通
知
は
、
７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課 

国
民
健
康
保
険
税
係

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

平
成
30
年
度
個
人
町
民
税
・
県
民
税
税
額

決
定
通
知
書
（
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
分
）

を
５
月
15
日
に
お
勤
め
先
に
発
送
し
ま
す
。

給
与
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
は
、

６
月
の
給
与
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
納
付
書
及
び
口
座
振
替
に
よ
る
平
成
30

年
度
個
人
町
民
税
・
県
民
税
税
額
決
定
通
知

書
（
普
通
徴
収
分
）
は
６
月
15
日
に
発
送
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
者

■
試
験
日

　

６
月
23
日
（
土
）

■
試
験
会
場

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

■
試
験
内
容

筆
記
試
験
（
国
語
・
社
会
・
数
学
・
作
文
）

・
口
述
試
験
・
適
正
検
査
・
身
体
検
査

■
申
込
締
切

　

６
月
22
日
（
金
）　

※
締
切
日
必
着

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部　

有
田
募

集
案
内
所

　

℡ 

０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

年　度 所得割率 資産割率 均等割額 世帯割率
賦課

限度額

平成
30年度

医療分 6.3％ 40.0％ 22,200円 20,000円 58万円

後期
支援金分

2.0％ 8.0％ 6,600円 5,500円 19万円

介護分 1.7％ 8.0％ 7,500円 5,500円 16万円

【参考】
平成

29年度

医療分 6.0％ 45.0％ 22,200円 20,000円 54万円

後期
支援金分

1.9％ 9.0％ 6,600円 5,500円 19万円

介護分 1.7％ 9.0％ 7,500円 5,500円 16万円

紀
美
野
町
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業
実
施
に
つ
い
て

平
成
30
年
度　

個
人
町
民
税
・
県
民
税
の

税
額
決
定
通
知
書
の
発
送
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す

平
成
30
年
度　

所
得
課
税
証
明
書
の
発
行

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
が
改
定
さ
れ

ま
す

自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
つ
い
て
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平
成
30
年
度
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】　

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　

(

１
歳
児
～
） 

 
 

 

■
き
み
の
こ
ど
も
園

５
月
14
日
（
月
）
・
28
日
（
月
）　

10
時
～
11
時
30
分　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所　

５
月
２
日
（
水
）
・
16
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９ 

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内 

 

■
コ
ア
ラ
教
室
【
５
月
９
日
（
水
）
】

　
（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）　

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
５
月
23
日
（
水
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時　
　
　

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階　

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
（
対
象
）
紀
美
野
町
在
住
の

子
ど
も
と
保
護
者

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
５
月
14
日
（
月
）
実
施

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
５
月
15
日
（
火
）
実
施　

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～ 

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。 

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
献
血
の
お
知
ら
せ
】

皆
さ
ま
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時　

５
月
12
日
（
土
）　

　
　
　
　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

■
場
所　

野
上
厚
生
総
合
病
院

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
（
５
月
の
日
程
）
】

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　

２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
検
診
結
果
を
説

明
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
今

後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
改
善
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
保
健
師
・

栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
母
子
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ
イ
ル

を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

★
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体
脂

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
お
こ
な
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　
【
健
康
づ
く
り
講
座
の
お
知
ら
せ
】

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
食
事
を
お
い
し
く

食
べ
た
い
も
の
で
す
ね
。
今
一
度
、
健
康
と

食
事
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
し
て
、
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
、
し
っ

か
り
噛
め
る
事
も
大
切
で
す
。
今
ま
で
、
気

に
と
め
て
い
な
か
っ
た
『
食
べ
る
事
』
に
つ

い
て
、
一
緒
に
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

５
月
の
予
定

■
日　

時　

５
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時

■
場　

所　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

15
人

■
申
込
締
切　

５
月
９
日
（
水
）

■
用
意
す
る
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
食
材
料
３
０
０
円

■
５
月
の
講
座
内
容

　

・
高
齢
期
の
食
生
活

　

・
誤
嚥
性
肺
炎
予
防

　

・
調
理
実
習

（
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん

か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp
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【
平
成
30
年
度
紀
美
野
町

衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
の
訂
正
に
つ
い
て
】

４
月
広
報
と
同
時
に
配
布
し
ま
し
た
衛
生

カ
レ
ン
ダ
ー
で
、<
個
別
健
診>

町
内
協
力

医
療
機
関
の
う
ち
、
み
ぞ
ば
た
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
30
年
度
よ
り
胃
が
ん
検
診
の
取
り
扱
い
が

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
医
療
保
険
で
の
内
視
鏡
検
査
は
実
施
し
て

い
ま
す
。
）

【
５
月
31
日
は
、
世
界
禁
煙
デ
ー

５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間
で
す
】

た
ば
こ
は
肺
が
ん
だ
け
で
な
く
、
他
の
が

ん
や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
、
肺
疾
患
な
ど
の

原
因
で
も
あ
り
ま
す
。

禁
煙
に
成
功
す
れ
ば
、
健
康
で
長
生
き
で

き
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
火
災
や
受
動
喫
煙

な
ど
周
囲
に
与
え
る
影
響
も
少
な
く
な
る
な

ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

喫
煙
者
の
中
で
「
た
ば
こ
を
や
め
た
い
」

ま
た
は
「
本
数
を
減
ら
し
た
い
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
全
体
の
半
数
を
越
え
て
い
ま
す

が
、
自
力
で
の
禁
煙
で
成
功
に
至
っ
た
例
は

少
な
い
よ
う
で
す
。

た
ば
こ
は
依
存
性
が
あ
る
た
め
、
禁
煙
す

る
た
め
に
は
行
動
療
法
や
薬
物
療
法
な
ど
の

支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙

治
療
は
保
険
適
応
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
度
医
療
機
関
で
相
談
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

【
各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
】

■
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

対
象
年
齢
（
対
象
者
①
）
の
方
に
は
４
月

初
め
、
個
人
通
知
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

必
ず
案
内
書
を
ご
確
認
の
上
、
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
対
象
者

①
平
成
30
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
に
な

る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
心

臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

■
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
助
成
事
業

　

妊
婦
、
特
に
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん

に
か
か
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が

「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
（
難
聴
や
心
疾

患
、
白
内
障
や
緑
内
障
な
ど
）
の
障
害
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妊
婦
の
感
染
を
予

防
す
る
た
め
、
次
に
該
当
す
る
方
に
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
料
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者　

①
妊
娠
を
予
定
し
て
い
る
女
性
（
19
歳
以
上

50
歳
未
満
）
（
妊
娠
中
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
）

「
19
歳
以
上
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
中
に
19
歳
と
な
れ
ば
対
象

「
50
歳
未
満
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
時
点
で
50
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、

接
種
時
に
50
歳
で
あ
っ
て
も
対
象

②
妊
婦
の
夫

◆
助
成
期
間

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

「
や
る
気
が
出
な
い
」
「
ふ
さ
ぎ
こ
む
」
な

ど
の
症
状
が
現
れ
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
が

俗
に
い
う
「
五
月
病
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

あ
っ
た
心
と
身
体
の
健
康
管
理
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

《
五
月
病
の
対
策
》

●
こ
ま
め
に
休
息
・
休
養

●
ス
ト
レ
ス
解
消
で
き
る
方
法
を
み
つ
け
る

●
規
則
正
し
い
生
活
か
ら
、
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る

●
不
満
や
辛
い
こ
と
を
話
す
機
会
を
も
つ

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る

●
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る

【
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
（
五
月
病
に
つ
い
て
）】

暖
か
な
春
が
や
っ
て
き
て
、
心
機
一
転
、

「
よ
し
、
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
春
は
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
も
あ

り
ま
す
が
、
実
は
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

「
五
月
病
」
は
、
新
入
社
員
や
新
入
学

生
、
人
事
異
動
や
転
居
な
ど
、
新
し
い
環
境

で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
新
生
活
に
向
け
て
、
気
持
ち
は

前
向
き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
で
感
じ

て
い
る
以
上
に
心
身
は
疲
れ
や
す
く
な
り
、

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

５月 14 日 ( 月 )
５月 28 日 ( 月 )

９ 時 30 分～ 10 時 30 分 ( 受付 )
エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取り
にお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

５月 ９ 日（水）　
５月 23 日（水）　

13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

５月 14 日（月）　　　
５月 28 日（月）　　　

10 時 30 分～ 11 時 30 分
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　　　海南市大野中９３９番地　℡０７３‐４８２‐０６００
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

■
日
時　

５
月
27
日
（
日
）

９
時
30
分
集
合
（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館　

２
階
和
室
研
修
室

■
申
し
込
み　

５
月
24
日
（
木
）

ま
で
に
紀
美
野
町
中
央
公
民
館

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

（
プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

　

（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む)

■
各
賞

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、
飛
び

賞
及
び
参
加
賞

■
備
考

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
分
か

れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催

紀
美
野
町
文
化

協
会 

囲
碁
部
・

将
棋
部

■
そ
の
他

・
東
西
南
北
コ
ー
ス
（
36
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
）

・
荒
天
延
期
（
態
度
決
定
６
時
）

※
申
し
込
み
期
間
中
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
返
金
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
外
及
び
予
備
日

へ
の
変
更
で
の
返
金
は
致
し
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

■
日
時　

５
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
45
分　

開
始
式　

※
予
備
日
５
月
28
日
（
月
）

■
申
込
期
間

　

５
月
２
日
（
水
）
～

　
　
　
　

５
月
18
日
（
金
）

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み

中
央
公
民
館
へ
、
申
込
期
間
内
に

必
ず
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
参

加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

５
月
19
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

中
央
公
民
館　

調
理
実
習
室

■
講
師

「
紫
香
庵
」
須
賀
良
知
さ
ん

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い

と
う
・
上
ぐ
つ

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
対
象

小
学
生
・
幼
児
及
び
保
護
者
の
方

（
幼
児
は
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
参
加
お
願
い
し
ま
す
。
）

※
先
着
30
人
ま
で

※
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は

申
し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み　

５
月
11
日
（
金
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

■
日
時　

５
月
13
日
（
日
）

13
時
開
演
（
12
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

※
未
就
学
児
の
ご
入
場
は
お
断
り

し
て
い
ま
す
。

■
出
演
団
体　

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

和
歌
山
児
童
合
唱
団

き
み
の
児
童
合
唱
団　
　

■
入
場
料
（
全
席
自
由
）

一
般　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

高
校
生
以
下　

１
，
０
０
０
円

■
販
売
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

（
休
館
日
除
く　

９
時
～
17
時
）

中
央
公
民
館

（
火
曜
日
除
く　

開
館
時
間
中
）

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

■
問
い
合
わ
せ　

　

文
化
セ
ン
タ
ー

（
休
館
日
除
く　

９
時
～
17
時
）

※
休
館
日　

月
・
火
曜
日

和
菓
子
で
「
い
ぬ
」
と

「
き
く
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
８
春
の
囲
碁
・
将
棋

大
会
の
ご
案
内

日
本
一
に
も
輝
い
た

‐
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
‐

き
み
の
わ
か
や
ま
（
君
の
和
歌
山
）

演
奏
会

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
「
春
」
参
加
者
募
集
！

教育委員会
　教育課
　　生涯学習室

℡ 073‐489‐5915

　　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐489‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

２
日　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
り

９
日　

16
日　

お
は
な
し
会

23
日　

ク
ラ
フ
ト
教
室

30
日　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
挑
戦

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
日　

お
は
な
し
会

９
日　

お
り
が
み
教
室

16
日　

ひ
こ
う
き
と
ば
し
大
会

23
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

30
日　

フ
ラ
フ
ー
プ
を
し
よ
う

【
２
０
０
冊
】

　

向
江　

嵩
頼　

（
野
上
中
２
年
）

【
５
０
０
冊
】

　

上
赤
坂　

心
海
（
野
上
小
５
年
）

【
６
０
０
冊
】

　

桑
山　

み
の
り
（
野
上
小
１
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も
」

若
竹
千
佐
子　

著

「
魔
力
の
胎
動
」

東
野
圭
吾　

著

「
主
役
は
、
ご
ち
そ
う
お
に
ぎ
り
」

Ｔ
ｅ
ｓ
ｓ
ｈ
ｉ　

著

「
私
は
あ
な
た
の
記
憶
の
な
か
に
」

角
田
光
代　

著

「
あ
つ
め
て
あ
そ
ぼ
う
あ
い
う
え
お
」

新
井
洋
行　

作
・
絵

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
わ
か
る
人
体
」

島
田
逹
生　

監
修

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
覆
面
作
家
」

大
沢
在
昌　

著

「
銀
杏
手
な
ら
い
」

西
條
奈
加　

著

「
１
日
５
０
０
円
の
小
さ
な
習
慣
」

横
山
光
昭　

著

「
ド
ラ
ゴ
ン
の
飼
い
方
」伊

藤
慎
吾　

著

「
せ
か
い
い
ち
ま
じ
め
な
レ
ス
ト
ラ

ン
」

た
し
ろ
ち
さ
と　

著

今
年
の
大
型
連
休
中
の
祝
日
と

土
曜
日
は
ま
た
ま
た
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
！
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
２
回
上
映

に
加
え
、
昼
・
夜
の
カ
フ
ェ
も
出

店
し
、
さ
ら
に
カ
フ
ェ
で
は
夕
食

を
準
備
し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日

５
月
３
日（
木
祝
）、４
日（
金
祝
）、

５
日（
土
祝
）

■
天
文
台
カ
フ
ェ
（
有
料
）

13
時
～
22
時
頃
ま
で
営
業

夕
食
提
供
あ
り
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

14
時
30
分
～
、
17
時
～

■
３
Ｄ
に
よ
る
宇
宙
の
旅
（
無
料
）

　

15
時
30
分
～

■
星
空
ツ
ア
ー
（
観
望
会
）

19
時
30
分
～
、
20
時
30
分
～ 

参
加
費
２
０
０
円

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ

み
さ
と
天
文
台

■
主
催　

み
さ
と
天
文
台
友
の
会

■
天
候
判
断

  

悪
天
候
と
な
る
見
込
み
の
場

合
、
天
文
台
カ
フ
ェ
を
途
中
で

終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歌　

の　

小　

道

一
面
の
枯
野
と
見
え
る
そ
の
下
に

　
　
　
　
　

み
ど
り
際
立
つ
草
萌
え
の
あ
り　
　
　
　
　

山
田　

ひ
ろ
子

み
な
笑
顔
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
達

　
　
　
　
　

苦
し
み
こ
え
た
姿
に
涙　
　
　
　
　
　
　
　

横
出　
　

圭
子

そ
び
え
立
つ
木
々
の
間
に
白
き
月

　
　
　
　
　

顔
を
出
し
て
は
峡
を
見
お
ろ
す　
　
　
　
　

奥　
　

ふ
み
代

生
涯
に
功
績
遺
し
み
ま
か
り
ぬ

　
　
　
　
　

親と

も友
の
遺
影
に
涙
こ
み
上
ぐ　
　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

地
蔵
尊
一
年
振
り
の
御
開
帳

　
　
　
　
　

区
民
ら
集
い
今
日
は
餅
投
げ　
　
　
　
　
　

森
下　
　

玉
子

雨
あ
が
り
日
没
前
の
白び

ゃ
く
れ
ん

木
蘭
は

　
　
　
　
　

明
か
る
さ
白
さ
月
に
も
負
け
ぬ　
　
　
　
　

橋
本　
　

吉
信

シ
ー
ソ
ー
に
二
人
と
一
人
花
吹
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝　

な
を
み

忘
れ
潮
温
し
小
魚
す
ば
し
こ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

長
す
ぎ
し
靴
紐
を
踏
む
花
疲
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

傷
癒
え
て
目
尻
の
抜
糸
風
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

コ
ー
ヒ
ー
が
引
き
出
す
花
の
疲
れ
か
な　
　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

父
に
子
を
ま
か
せ
て
母
の
花
衣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口　
　

早
苗

同
行
の
犬
も
煙
た
き
山
火
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

貴
子

老
い
ゆ
け
ば
水
に
も
喉
の
つ
ま
る
春　
　
　
　
　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

秀
吉
に
焼
か
れ
し
寺
領
山
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

酒
蒸
し
の
貝
の
ふ
つ
く
ら
桜
ま
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

惇
子

五
人
で
も
村
に
は
多
し
新
入
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

ふれあいサロン展示
（中央公民館２階）

ただいま「洋画クラブ」の皆さんの
作品を展示しています。素晴らしい
作品をぜひ一度見に来てください。
（7月中旬まで）

｛

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

み
さ
と
天
文
台
イ
ベ
ン
ト

「
大
型
連
休
特
別
企
画
／
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
２
回
上
映
＋
昼
カ
フ
ェ
・

夕
食
・
夜
カ
フ
ェ
」

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
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４
月
８
日
中
央
公
民
館
に
て
、

第
12
回
き
み
の
児
童
合
唱
団
定
期

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
み
ん
な
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
一
生
懸
命
練
習
し
た
成

果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
海
南
児
童
合
唱
団
」
や

「
リ
リ
ア
ン
コ
ー
ル
き
み
の
」

の
皆
さ
ん
に
も
出
演
し
て
い
た
だ

き
、
心
あ
た
た
ま
る
素
敵
な
演
奏

会
と
な
り
ま
し
た
。

き
み
の
児
童
合
唱
団
は
毎
週
土

曜
日
、
中
央
公
民
館
で
楽
し
く
練

習
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒

に
歌
い
ま
せ
ん
か
？

４
月
14
日
・
15
日
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

お
茶
席
、
芸
能
発
表
会
と
内
容
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

当
日
は
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
の
団
体
も
日
頃
の
練

習
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
フ
キ
を
食
べ
る

場
合
、
ふ
つ
う
に
用
い
る
の
は
フ

キ
の
葉よ

う
へ
い柄

（
葉
の
柄
）
で
あ
る
こ

と
は
ご
存
じ
の
通
り
。

茎
は
地
下
に
あ
っ
て
地
上
に
は

姿
を
現
し
ま
せ
ん
。

『
蕗ふ

き

の
薹と

う

』
の
『
薹
』
は
花か

け
い茎

、

す
な
わ
ち
花
を
つ
け
る
役
目
を

持
っ
て
地
上
に
出
て
く
る
茎
で

す
。大

根
や
菜
っ
葉
な
ど
の
野
菜

は
、
薹
が
た
っ
て
花
が
咲
く
こ
ろ

に
は
、
食
用
に
な
り
に
く
く
な
り

ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
若
々
し
さ
が
な
く

な
る
と
か
、
少
々
古
く
な
り
す

ぎ
た
、
と
言
う
よ
う
な
意
味
を
表

す
の
に
『
薹
が
た
つ
』
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「

お
れ
の
頭
も
、
薹
が
立
っ
て

き
お
っ
た
わ
い
」
な
ど
と
。

フ
キ
の
薹
は
違
い
ま
す
。

葉
よ
り
も
前
に
、
雪
の
下
か
ら

で
も
顔
を
覗
か
せ
て
、
ま
る
で
早

春
の
シ
ン
ボ
ル
。

見
て
可
憐
、
食
べ
て
新
鮮
、
多

く
の
人
に
愛
で
ら
れ
る
と
い
う
訳

で
す
。

フ
キ
は
雌し

ゆ
う
い
し
ゅ

雄
異
株
の
植
物
で
雄

花
と
雌
花
が
別
の
株
に
つ
き
ま

す
。

よ
く
見
る
と
、
雄
花
と
雌
花
で

は
、
花
の
色
も
花
茎
の
形
も
少
し

違
う
の
で
、
雄
株
・
雌
株
の
区
別

が
つ
く
も
の
で
す
。

雄
花
は
花
粉
を
散
ら
し
て
役
目

を
終
え
る
と
ま
も
な
く
枯
れ
ま
す

が
、
雌
株
の
薹
は
高
く
伸
び
て
、

白
い
綿
毛
を
付
け
た
実
が
散
っ
て

し
ま
う
ま
で
か
な
り
長
く
生
き
て

い
ま
す
。

海
に
近
い
地
方
に
生
え
る
ツ
ワ

ブ
キ
は
、
フ
キ
と
は
分
類
上
の
属

を
異
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
の
葉
柄

も
な
か
な
か
旨
い
も
の
で
、
地
方

に
よ
っ
て
は
、
フ
キ
よ
り
も
ツ
ワ

ブ
キ
の
方
が
ふ
つ
う
に
食
べ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

食
の
文
化
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。

「
美
里
の
自
然
」
よ
り

― わが町サークル ―
「きみの茶道サークル」

「くらしに潤いを」をモットーに思いや
りの精神で人と交流し、強い心を育み、良
きものを大切にする、そんな生き方を目指
しメンバー６人と少ない人数ですが、和気
あいあいと活動しています。和歌山市主催
の市民茶会や夏の学生茶会などにも参加し
ており、茶道人口の多さにいつも歓喜して
います。皆さん私たちと一緒に茶道を始め
てみませんか？興味のある人は、ぜひ一度
サークルへ遊びに来てください。
■活動日時　毎月第２・４月曜日
　19時30分～閉館
■場所
　中央公民館和室

第
12
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

　
　
　
　
　
　

 

定
期
演
奏
会

第
13
回
紀
美
野
町

文
化
協
会
展
開
催
さ
れ
る

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

 

そ
の
百
四
十
一

ふ
き
の
と
う
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３
月
18
日
に
東
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
海
南
市
）
で
全
日
本
学
童
軟
式

野
球
大
会
支
部
予
選
（
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
が
開
催

さ
れ
、
野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が

見
事
３
位
入
賞
を
果
た
し
、
５
月

19
日
・
20
日
に
粉
河
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
る
県
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

県
大
会
で
勝
ち
進
む
た
め
、

日
々
の
練
習
に
励
み
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
全
力
で
プ
レ
ー
を
し

て
き
ま
す
。

生涯学習室事務所の場所が変わります！
平成30年度より、生涯学習室事務所が中央公民館から役場本庁２階の教育課内へ移動となりました。ご不

便をおかけしますが、よろしくお願いします。なお、電話番号は従来（℡ 073‐489‐5915）と変わりあ
りません。

また、これに伴い中央公民館の電話番号が、５月１日より下記のように変わります。中央公民館への問い
合わせの際はお間違えないよう、ご注意ください。
◆生涯学習関係、スポーツ公園の利用に関すること・・・・生涯学習室（℡ 073‐489‐5915）
◆中央公民館の利用、サークル、講座に関すること・・・・中央公民館（℡ 073‐489‐2877）※火曜休館

  学校だより
　『平成 30 年度 美里中学校スタートです』

紀美野町立美里中学校

４月９日に新入生 13 人が入学しました。今年度は
全校生徒 33 人で学校生活をスタートします。１年生
は部活動も始まり、中学校の生活リズムに慣れようと
頑張っているところです。これから、日頃の学校生活
やさまざまな行事に教師・生徒が一丸となって邁進し
ていきます。よろしくお願いします。

３年生は５月９日（水）から２泊３日の修学旅行
（東京方面）に行きます。政治の中心地「国会議事堂」、
生徒が最も楽しみにしている「ディズニーランド」は
もちろんはずせませんが、本校の修学旅行の目玉の一
つである、「劇団四季」鑑賞も生徒に大きな衝撃を与
える一つとなります。今年は「ライオンキング」を鑑
賞します。アフリカの大地を力強く生きる動物達の様
を目に焼き付けてくることでしょう。３年生には安全
に気を付け、思い出に残る旅行となればと思います。

  天文台だより
　『2017 年度 星空ツアー（夜の観望会） の

参加者数は2004年以降最多の5,135人』
	 台長　山内 千里

「天文台に人ら来るんかぇ？」
これは、町内で天文台の話題になるとよく聞かれ

る台詞です。そんな雰囲気の場所で天文台カフェが
ごったがえしている写真をお見せすると、一同「ええ
えぇぇぇ─────っ !?」。

2017 年度は星空ツアーの参加者数が 5,135 人と、
23 年間で７番目に多い数値になりました。天文台の
長期休館を考慮すると、１か月に 500 人以上が夜に
訪れていることになります。

次の目標はもちろん、オープン時 (1995 年 ) の
11,212 人を超えることです。天文台はこの目標に向
かって、新体制で挑んでいきます。

来月号では新しい研究員を紹介いたします

3 月 17 日の観望会には 108 人が参加 東京ディズニーランド

昨年の修学旅行より

東京駅

野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ　

県
大
会
出
場
を
掴
み
と
る
!!
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

 

１
．
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
と

は
、
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
煙
を
感
知

し
、
音
や
音
声
に
よ
り
警
報
を
発
し
て
火

災
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で

す
。
通
常
は
、
感
知
部
と
警
報
部
が
一
つ

の
機
器
内
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
機
器

本
体
を
天
井
や
壁
に
設
置
す
る
だ
け
で
、

機
能
を
発
揮
し
ま
す
。

 

２
．
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？ 

住
警
器
は
、
基
本
的
に
寝
室
と
寝
室
が

あ
る
階
の
階
段
上
部
へ
設
置
が
必
要
で

す
。
こ
れ
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

が
就
寝
時
間
帯
の
逃
げ
遅
れ
が
多
い
か
ら

で
す
。
ま
た
、
階
段
は
火
災
に
よ
る
煙
が

集
ま
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、

２
階
な
ど
で
就
寝
し
て
い
る
方
に
と
っ
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
唯
一
の
避
難
経
路

と
な
る
か
ら
で
す
。

 

３
．
お
手
入
れ
し
て
い
ま
す
か
？ 

住
警
器
は
、
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池

切
れ
（
電
池
の
寿
命
は
約
10
年
）
な
ど
で

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
と

て
も
危
険
で
す
。
作
動
点
検
す
る
の
も
、

警
報
音
を
止
め

る
の
も
、
ボ
タ

ン
を
押
す
か
、

ひ
も
を
ひ
く

だ
け
で
す
。
定

期
的
に
、
住
警

器
が
鳴
る
か
ど

う
か
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

 

４
．
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！ 

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問
販
売
や

点
検
を
す
る
者
が
出
没
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

５
．
防
火
訪
問
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す 

消
防
署
で
は
住
宅
防
火
対
策
の
向
上
を

図
る
べ
く
、
防
火
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
消
防
署
員
が
各
戸
に
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。く

ん
煙
剤
使
用
時
の
注
意
点

家
庭
用
殺
虫
剤
の
く
ん
煙
剤
（
バ
ル
サ

ン
や
ア
ー
ス
レ
ッ
ド
等
）
を
使
用
し
た

際
、
製
品
の
煙
で
住
警
器
や
緊
急
通
報
装

置
の
感
知
器
が
作
動
し
火
災
出
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
使
用
す
る
際
は
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
く
ん
煙
剤
等
を
使
用
し
煙
霧
消
毒
を

す
る
場
合
、
前
日
ま
で
に
消
防
署
に

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
く
ん
煙
剤
を
使
用
す
る
前
に
感
知
器

を
取
り
外
す
か
、
感
知
器
を
袋
や
専

用
カ
バ
ー
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
．「
バ
ル
サ
ン
実
施
中
」
「
ア
ー
ス

レ
ッ
ド
実
施
中
」
「
く
ん
煙
剤
使
用

中
」
等
の
貼
り
紙
を
作
成
し
、
周
り

に
わ
か
る
よ
う
玄
関
等
に
貼
っ
て
く

だ
さ
い
。

４
．
終
了
後
、
部
屋
を
充
分
に
換
気
（
２

～
３
時
間
以
上
経
過
）
し
て
か
ら
、

感
知
器
を
元
の
状
態
に
戻
し
点
検
ボ

タ
ン
を
押
し
て
正
常
な
状
態
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
コ
ー
ナ
ー
『
心
筋
梗
塞
』

心
筋
梗
塞
と
は
、
心
臓
に
栄
養
や
酸
素
を

送
っ
て
い
る
冠
動
脈
と
い
う
血
管
が
動
脈
硬

化
や
血
栓
（
血
液
が
固
ま
っ
た
も
の
）
に
よ

り
詰
ま
っ
て
し
ま
い
、
心
筋
の
一
部
が
壊
死

し
て
し
ま
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

主
な
症
状
は
胸
痛
（
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
痛
み
）
で
す
が
、
痛
み
が
発
生
す
る
の

は
胸
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ぞ
お
ち
付

近
や
左
肩
、
奥
歯
な
ど
に
痛
み
を
感
じ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
動
悸
や
呼
吸
困
難
も
症
状

の
１
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場

合
は
心
臓
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
サ
イ
ン
な

の
で
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
か
、

救
急
車
の
要
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

５
月
20
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み   

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

３月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 30（１） 30（１）

一 般 負 傷 ７ ７

交 通 事 故 １ １

そ の 他 ５ ５

合 計 43（１） 43（１）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
６
月
３
日(

日)

で
す
。
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紀美野町の人口（ ）内は前月比　（平成29年度分　人口増減　出生23人、死亡169人、転出183人、転入108人）

総人口・・・  9,101 人 （－22）【社会増減（－15）　自然増減（－７）】  男 4,209 人（－８） 女 4,892 人（－14）

世帯数・・・ 4,339世帯（＋１） 紀美野町面積 128.34㎢ (平成30年３月末現在)

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

  ２日 ( 水 )・16 日（水）移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912

10日（木） 11時 ～ 犬・猫の飼い方講習会【13日(日)・20日(日)・27日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500

24日（木） 13時 ～ 行政相談【～ 15時】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

５月

テレビ施設の維持管理は、皆さまの加入金で支えられています！
紀美野町のほとんどの地域では、テレビ電波を受信することができなかったことから、平成23年より

町が町内各所にテレビ施設（中継局や有線施設）を建てて、各家庭までテレビ電波を届けています。
そして、これら町のテレビ施設は、皆さまに納付していただいた加入金（３万円）により維持管理をし

ており、平成29年度末時点で3,239件の加入金が納付されています。
町のテレビ施設を利用してテレビを視聴する場合は、加入申込みと加入金（３万円）が必要ですので、

まだ加入手続きがお済みでない方やこれからテレビを視聴しようとしている方は、すぐに加入の手続きを
済ませていただくようお願いします。

なお、町のテレビ施設を利用しなくとも、テレビ放送事業者の中継局から直接テレビ電波を受信できる
など、加入金が不要なご家庭もございますので、詳しくは、役場総務課（℡ ０７３‐４８９‐５９１２）
へお問い合わせください。

■加入の手続きについて
役場総務課に「紀美野町地上デジタル放送加入申込書」を提出して

いただいた上、加入金（３万円）を納付していただきます。
※加入金は、１つのアンテナにつき一度限りのお支払いとなります。

■調査員による確認、調査について
町のテレビ施設の利用状況と加入金納付状況の確認、調査のため、

ご家庭に調査員（役場職員等）がうかがうことがありますので、ご了
承ください。

住宅耐震化事業のご案内
紀美野町では古くなった家の耐震改修等の補助をおこなっています！

平成23年の東日本大震災では３分間も揺れが続きました。地震から自分や家族の命を守るためには、
住宅の耐震化や家具の固定はとても有効な手段です。当町では、耐震改修の促進のため補助をおこなって
います。　

最大 1,166,000 円を補助！　※注意　設計費・工事費により補助額は変わります

①　木造は無料！！（平成 12 年５月以前に着工された木造住宅に限ります）
②　非木造は費用の 3 分の 2 を補助！　※注意　上限 89,000 円です
　　（昭和 56 年 5 月以前に建築された非木造住宅に限ります）

設計と工事の補助制度が一つになり、わかりやすい制度になりました！～住宅耐震化の流れ～

耐 震 診 断

設計・工事

■募集期間予定　平成 30 年５月１日（火）～平成 31 年１月 31 日（木）

■事業完了期日　平成 31 年２月 28 日（木）

■問い合わせ・申し込み　総務課　耐震係　

　℡ 073‐489‐5912　FAX 073‐489‐2510

〈町内のテレビ受信イメージ〉

テレビ放送事業者の中継局

町のテレビ施設

テレビ電波が
各家庭に届か
ないので、町
のテレビ施設
で電波を中継
しています。

各家庭

わがまちの防災情報　No.12
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前
回
第
１
回
厚
生
病
院
ま
つ
り
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
、
次
の
通
り
【
第
２
回　

厚
生

病
院
ま
つ
り
】
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
野
上
厚
生
病
院

と
の
交
流
を
よ
り
深
め
、
日
々
の
健
康
と

元
気
の
秘
訣
を
見
つ
け
て
頂
け
る
よ
う
健

康
相
談
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ
め
展

示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催

し
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

＊
先
着
100
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■
日
時
：
５
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時

■
場
所
：
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

　
　
　
　

東
館
１
階
・
駐
車
場

■
健
康
体
験
コ
ー
ナ
ー

骨
密
度
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、
脳
年

齢
テ
ス
ト
、
肌
年
齢
測
定
、
健
康
相

談
、
食
に
関
す
る
相
談

■
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

写
真
展
、
子
供
白
衣
体
験
・
写
真
撮
影

会
（
無
料
）
、
屋
台
（
焼
き
そ
ば
・
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
他
）
、
バ
ザ
ー
、
餅
ま

き
（
13
時
～
）
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

平
成
30
年
度
の
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

専
用
住
宅
及
び
小
規
模
な
店
舗
等
と
の

併
用
住
宅
（
基
準
有
り
）
に
合
併
浄
化
槽

の
設
置
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
で
、
紀
美

野
町
浄
化
槽
設
置
要
綱
に
準
じ
て
施
工

し
、
平
成
31
年
３
月
20
日
ま
で
に
必
ず
設

置
工
事
を
完
了
で
き
る
方
に
補
助
金
を
交

付
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
不
明
な
点
お
よ

び
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】　

11
月
22
日
（
木
）

補
助
金
の
申
請
は
先
着
順
と
し
、
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
い
た
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

５
人
槽 
３
３
２
，
０
０
０
円 

６
～
７
人
槽 
４
１
４
，
０
０
０
円 

８
人
槽
以
上 

５
４
８
，
０
０
０
円 

撤
去
費
限
度
額 

９
０
，
０
０
０
円

※
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
を
埋
め
戻
し
た

場
合
、ま
た
、
撤
去
し
た
浄
化
槽
を
最

終
処
分
場
に
お
い
て
処
分
し
な
か
っ
た

場
合
は
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

・
こ
の
事
業
は
国
の
補
助
金
を
受
け
て
行

う
事
業
で
す
。
交
付
金
内
示
日
以
前
に

着
工
し
た
浄
化
槽
工
事
に
つ
い
て
は
補

助
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
変
動
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
４

果
樹
共
済
は
、
掛
金
の
半
分
を
国
が
負

担
し
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
自
然
災
害
な
ど

で
受
け
た
損
害
を
補
て
ん
す
る
公
的
保
険

制
度
で
、
申
込
締
切
は
６
月
29
日
（
金
）

で
す
。　

詳
し
く
は
、
『
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や

ま
』
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や
ま　

海
草
出
張
所　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
２
２
０
５

中
部
支
所

℡ 

０
７
３
７
‐
６
３
‐
５
１
２
１

地
震
な
ど
の
災
害
や
武
力
攻
撃
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
で
防
災
行
政
無
線
を
使

用
し
た
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
放
送
に
あ
わ
せ
、
自

ら
の
身
は
自
ら
で
守
る
と
い
う
「
自
助
」

の
考
え
方
に
基
づ
い
て
「
い
の
ち
」
を
守

る
行
動
に
つ
い
て
、
考
え
る
機
会
と
し
て

く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
訓
練
は
、
放
送
の
み
で
す
。
訓

練
会
場
や
避
難
所
は
、開
設
し
ま
せ
ん
。　　

訓
練
日
：
５
月
16
日(

水) 

11
時
頃
「
テ

ス
ト
放
送
」
を
行
い
ま
す
。

第
２
回

　

厚
生
病
院
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

～
き
て
！
み
て
！
ふ
れ
あ
っ
て
！
～

平
成
30
年
度

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
に
つ
い
て

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や
ま

　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す

広　告

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐ ２４３０‐９ ９
フリーダイヤル


